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地

誠

一

『
弘
法
大
師
全
集
』
第
二
輯
に
は

『
梵
字
悉
曇
字
母
井
釈
義
』
(
以
下

『
字
母
釈
義
』)
と
称
さ
れ
る
、
梵
字
悉
曇
陀
羅
尼
に
就

て

『
大
日
経
』

『
喩
伽
師
地
論
』
『
喩
伽
金
剛
頂
経
釈
字
母
品
』
『
大
般
若
経
』
等
に
拠

っ
て
解
説
し
た
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書

の
成
立
年
次
は
不
明
で

あ
る
が
、

後
に
述
べ
る
如
く

<法
身
説
法
〉
説
成
立
以
前
の
著
作
と
考

え
ら
れ
る
事
か
ら
、
弘
仁
六
年
四
月

一
日
付

の

『
勧
縁
疏
』
以
前
の
成

立
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
又
本
書
は
弘
仁
五
年
七
月
四
日
に
嵯

峨
天
皇
に
奉
献
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、

で
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
以
前
の
成

立
と
な
る
。
而
し
又
こ
の
弘
仁
五
年
嵯
峨
天
皇
奉
献
に
就
て
は
多
少
の

問
題
が
存
す
る
。
『
性
霊
集
』
巻
第
四
に
は
こ
の
奉
献
に
就

て

の
上
表

文
で
あ
る

「献
梵
字
井
雑
文
表
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
巻
末

の
奉
献
す
べ
き
諸
書
の
目
録
中
に
は

「梵
字
悉
曇
字
母
井
釈
義

一
巻
」

と
あ
り
、

こ
れ
が
本
書
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
而
し
上
表
文
本

文
中
に
は
奉
献
す
べ
き
雑
書
等
全
て
十
巻
と
す
る
の
に
対
し
、
巻
末
の

目
録
の
巻
数
は
実
際
に
は
九
巻
し
か
な
く
、
そ
れ
に
就

て
運
倣
は

『
性

霊
集
便
蒙
』
に
闘於

て
上
表
文

の
目
録

に

「
梵
字
悉
曇
字
母
井
釈

義

一

巻
」
と
あ
る
の
は
、
空
海
の

『
請
来
録
』
に
載

せ
る

『
梵
字
悉
曇
章
』

一
巻
と

『
悉
曇
釈
』

一
巻
と
を
指

し
、
「
一
巻
」

の
上
に

「
各
」
の

一

字
を
落
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
即
ち
運
激
説

に
従
う
な
ら
ば
弘
仁
五

年
七
月
に
奉
献
さ
れ
た
の
は

『
悉
曇
章
』
と

『
悉
曇
釈
』
と
で
あ
り
、

『
字
母
釈
義
』
は
こ
の
時
に
奉
献
さ
れ
な
か

っ
た
事
と
な
る
。
上
表
文

に
於
て
空
海
は
、
余
暇
に
印
度
の
文
字
を
学
び
、
震
旦
の
書
を
見
て
は

憂
を
忘
れ
心
楽
し
ん
で
い
る
が
、
奴
の
口
に
甜

き
は
郎
の
口
に
も
甜
し

と
い
う
諺
に
よ
り
、
古
今
文
字
讃
、
右
軍
蘭
亭
碑
、
梵
字
悉
曇
等
の
書

一
十
巻
を
繕
装
し
て
奉
進
す
る
の
で
あ
る
、
と
述
べ
、
ま
た

一
た
び
梵

字
を
披
か
ば
梵
天
が
護
り
、
再
び
神
書
を
見
れ
ば
神
人
が
衛
護
し
、
常

住
の
字
で
あ
る
梵
字
は
不
壊
の
体
を
加
持
す
る

で
あ
ろ
う
と
し

て
お

り
、
即
ち
こ
こ
に
奉
献
さ
れ
た
漢
字
梵
字
等
の
書
は
そ
の
書
蹟
を
鑑
賞

す
る
事
を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

そ
れ
ら
を
鑑
賞
す
る
事
に

よ
り
梵
天

・
神
人
の
衛
護
を
受
け
、
常
住
の
字

に
よ
っ
て
加
持
せ
ら
れ

る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
鑑
賞
の
為
め
に
空
海
が
奉
献
し
た
梵

字
悉
曇

の
書
と
し
て
考
え
得
る
の
は

『
請
来
録
』
に
載
せ
る
梵
字
儀
軌

『
梵
字
悉
曇
字

母
井
釈
義
』
を
め
ぐ

っ
て

(
苫
米
地
)
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真
言
等
、
『
梵
字
悉
曇
章
』

一
巻
、
或
い
は
空
海
撰
と
さ

れ
る

『
大
悉

曇
章
』
二
巻
な
ど
で
あ
ろ
う
。
又
上
表
文
中
に

「悉
曇
之
妙
章
悉
曇
之

字
母
」
と

い
う
語
の
在
る
所
よ
り
す
る
と

『
梵
字
悉
曇
章
』
か

『
大
悉

曇
章
』
の
ど
ち
ら
か
と
考
え
ら
れ
る
。
又

『
大
悉
曇
章
』
は
二
巻
で
あ

る
か
ら
こ
れ
の
み
で
巻
数
は

一
致
す
る
事
に
な
る
が

「
井
釈
義
」
と
い

う
語
と
相

応
し
な
い
。
従

っ
て
こ
こ
で
奉
献
さ
れ
た
の
は
運
倣
説
の
如

く

『
梵
字
悉
曇
章
』

一
巻
と
井
び
に

『
釈
義
』

一
巻
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。
而

し
こ
の

『
釈
義
』
を

『
悉
曇
釈
』
と
す
る
事
は

『
悉
曇
釈
』

自
体
が
散
逸
し
て
い
る
現
在
、
内
容
も
不
明
で
あ
り
、
積
極
的
証
拠
を

認
め
る
事
が
で
き
な
い
。
『字
母
釈
義
』
に
就
て
考
え

て
み
る
と
、
そ

の
終
り
に

「
是
故
柳
為
二童
蒙

一妙
二録
斯
記
一
。好
学
同
志
代
二
彼
口
実
こ

と
あ
り
、

元
来

「童
蒙
」
或

い
は

「
好
学
同
志
」
の
為
め
に
著
わ
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
天
皇
に
奉
献
す
る
事
を
目
的
と
し
た
も

の
で
は
な

い
。
而
し

又
上
表
文

に
は

「悉
曇
妙
章
梵
書
字
母
体
凝
二
先
仏
一理
含
二

種
智
一字
絡
二
生
終

一用
断
二群
迷
こ

と
あ
り
、
又
梵
字
を
常
住

の
字
と

称
し
、
梵
字
悉
曇
を
法
爾
常
住
の
も
の
と
し
て
い
る
点
な
ど

『
字
母
釈

義
』
と
共
通
す
る
。
逆
に
そ
れ
は
梵
字
を
印
度
世
俗
の
文
字
、

有
為
の

色
法
と
す
る
、
当
時

の
一
般
的
常
識
と
異
り
、
空
海
請
来
の
中
国
成
立

の
梵
字
解
説
書
で
あ
る

『
悉
曇
字
記
』
や
、
更
に
は
多
分

『
悉
曇
釈
』

と
も
そ
の
立
場
が
異

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
又

『
字
母
釈
義
』
は

そ
の
本
文

中
に

『
悉
曇
章
』

の
名
称
を
挙
げ
、
『
悉
曇
章
』
に
就

て
解

説
す
る
立
場
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
奉
献

さ
れ
た
梵
字
悉
曇

の
書
が

『
悉
曇
章
』
で
あ

っ
た
場
合
、
そ
れ
を
童
蒙
或

い
は
好
学
同
志
の
為
め

に
解
説
し
た
書
で
あ
る

『
字
母
釈
義
』
が
共
に
奉
献
さ
れ
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
又
更
に
は

『
字
母
釈
義
』
が
正

に
上
表
文
に
記
さ
れ
る

「梵
字
悉
曇
字
母
井
釈
義
」
と
い
う
名
称
に
よ

っ
て
伝
承
さ
れ
て
来
て

い
る
な
ど
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
上
表
文
の

「釈
義
」
は
や
は
り

『
字

母
釈
義
』
を
指
す
も
の
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。
従

っ
て
又

『
字
母
釈

義
』
の
成
立
も
弘
仁
五
年
七
月
四
日
以
前
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
内
容
に
就
て
見
る
と
、
玄
婁

の

「
大
唐
西
域
記
』
に
拠

っ
て
悉

曇
を
梵
天
所
製
と
す
る
説
を
挙
げ
、

次
で

『
大
日
経
』
に
拠
り
そ
れ
を

否
定
し
て

「此
是
文
字
者
自
然
道
理
之
所
作
也
。
非
二
如
来
所

作
一
。亦

非
二梵
王
諸
天
之
所
作
一
。若
錐
レ
有
二能
作
者
一如
来
不
二
随
喜
一諸
仏
如
来

以
二仏
眼
一観
二
察
此
法
然
之
文
字
一
。即
如
レ実
而

説
レ
之
利
二益
衆
生
幻
梵

王
等
伝
受
転
教
二
衆
生
一
。世
人
但
知
二彼
字
相
一
。錐
二
日
用
鰍而
未
三
曾
解
二

其
字
義
一
。如
来
説
二
彼
実
義
一
。若
随
二
字
相
一而
用
レ之

則
世
間
之
文

字

也
。
若
解
二
実
義
一則
出
世
間
陀
羅
尼
之
文
字
也
。
」
と
述

べ
、
梵

字
悉

曇
と
い
う
印
度

の
文
字
を

「
法
然
道
理
之
所
作
」
で
あ
り
、

如
来
や
梵

天
等
の
所
作
で
は
な
く
、

梵
王
は
但
衆
生
に
伝

え
た
だ
け

で
あ

る

と

し
、
そ
の
実
義
を
解
せ
ざ
れ
ば
世
間
の
文
字
で
あ
る
が
、
実
義
を
解
せ

ば
出
世
間

の
陀
羅
尼

の
文
字
と
な

る
と
し
て
い

る
。

こ
れ
は

『
大
日

経
』
の

「
此
真
言
園相
非
二
一
切
諸
仏
所
作
一
。不
レ令
二
他
作
幻
亦

不
二随

喜
一
。何
以
故
是
諸
法
法
如
是
故
。
若
諸
如
来
出
現
。
若
諸
如
来
不
レ出
。

諸
法
法
爾
如
是
住
。
謂
諸
真
言
真
言
法
爾
故
。
」

と
い
う
記
述

に
拠

る
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も
の
で
あ

る
が
、

こ
の

『
大
日
経
』
の
文
は
梵
字

で
は
な
く
真
言
相
に

就
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
又

『
字
母
釈
義
』
で
は
更
に

「
而
此
字
母

等
非
二
而
来
所
作
一
。自
然
道
理
之
所
造
。
如
来
仏
眼
能
観
覚
知
如
レ
実
開

演
而
已
」
「
然
則
此
梵
字
者
。
亘
二
三
世
一而
常
恒
。
遍
二
十
方
一以
不
改
。

学
レ之
書
レ
之
定
得
二
常
住
之
仏
智
幻
諦
レ
之
観
レ之
必
証
二不
壊
之
法
身
ご

「
此
悉
曇
章
本
有
自
然
真
実
不
変
常
住
之
字
也
。
三
世
諸
仏
皆
用
二此

字
一説
法
。
是
名
二聖
語
一
。自
余
声
字
者
是
則
凡
語
也
。
非
二
法
然

之
道

理
殉
皆
随
類
之
字
語
耳
。
若
随
二順
彼
言
語
一
。是

名
二妄
語
殉
亦

名
二無

義
語
幻
若

能
随
二
順
聖
語
一即
得
二
無
量
功
徳
ご

等
と
述
べ
、
『悉
曇
章
』

の
書
写
さ
れ
た
梵
字
そ
の
も
の
が
法
爾
常
住
真
実

不
変

の
文

字

で
あ

り
、

そ
の
梵
字
を
書
写
し
学
び
諦
し
観
ず
れ
ば
常
住

の
仏
智
を
得
ら

れ
、
梵
字
以
外
の
他
の
声
字
は
全
て
随
類
の
字
語
、
凡
語
、
妄
語
で
あ

る
と
す
る
。
而
し
典
拠
と
さ
れ
る

『
大
日
経
』
は
梵
語
で
は
な
く
真
言

に
就
て
述

べ
る
の
で
あ
り
、
註
釈
書
の

『
大
日
経
疏
』
で
は
真
言

・
如

来
の
声
字

の
法
爾
常
住
は
説
か
れ
る
が
、
如
来
は
そ
の
法
爾
の
真
言
を

以
て
世
間

の
言
語
を
加
持
し
、
衆
生
の
楽
欲
に
随
い
諸
趣
の
音
声
を
以

て
真
言
法
教
を
説
く
と
さ
れ
、
但
し
如
来
出
世
の
 
が
天
竺
で
あ
る
か

ら
伝
法
者
が
且
ら
く
梵
文
に
約
し
て
義
を
明
す
の
み
と
さ
れ
る
。
即
ち

悉
曇
の
字
母
に
不
思
議
の
業
用
が
あ
る
の
は
如
来
内
証
の
体
性
よ
り
流

出
し
た
真
言
が
加
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。

こ
の
様
な

『
大

疏
』
の
立
場
と

『
字
母
釈
義
』
の
梵
字
そ
の
も
の
を
法
爾
常
住
と
す
る

主
張
の
間
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
如
来
所
説
の
真
言
と
、
そ
の
真

言
が
加
持
さ
れ
る
事
に
依
り
衆
生
に
開
示
さ
れ
る
手
段
と
な
っ
た
世
間

の
文
字
の

一
種
で
あ
る
梵
字
と
を
混
同
す
る
の
は

『
字
母
釈
義
』
撰
述

時
に
於
て
未
だ
十
分
に

『
大
疏
』
が
理
解
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
又
こ
の
梵
字
を
法
然
と
す
る
主
張
は
徳

一
の

『
真

言
宗
未
決
文
』
の
梵
字
疑
に
於
る

「学
真
言
徒
」
の
主
張
と

一
致
し
、

そ
こ
に
関
連
の
在
る
事
が
予
想
さ
れ
る
。

又

『
字
母
釈
義
』
に
於
て
は

『
仏
地
経
』
『
喩
伽
論
』
等
を
顕
教

で

あ
る
と
し
、
或
い
は
梵
字
の
功
徳
に
就
て

「具
如
二
華
厳
般
若
大
砒
盧

遮
那
金
剛
頂
及
浬
契
等
経
広
説
こ

と
述
べ
、
陀
羅
尼
の
功
徳
を
説

く

為
め
に

『
大
般
若
経
』
第
五
十
三
巻
の
文
を
引
用

す
る
な
ど

し
て

い

る
。

こ
れ
は
顕
教
を

『
仏
地
』
『
喩
伽
』
等
の
三
乗
教
と
規
定

し
、
同

時
に

『
華
厳
』
『
般
若
』
『
浬
葉
』
等

の
一
乗
教

を

『
大
日
』
『
金
剛
頂
』

等
の
真
言
教
と
同
置
し
、
即
ち

一
乗
教
全
て
を
密
教
と
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
れ
は

<法
身
説
法
>
説
成
立
以
降
に

『
法
華
』
『
華
厳
』

等
を
報
応
化
身
所
説
の
顕
の

一
乗
教
と
し
、
真

言
教
の
み
を
法
身
所
説

の
密
教
と
す
る
立
場
と
は
異
る
も
の
で
あ
る
。

又
法
身
に
就
て
も

『
字

母
釈
義
』
で
は
如
来
蔵
法
身
の
意
に
用
い
ら
れ
、
説
法
す
る
教
主
の
概

念
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
事
は

『
字
母
釈
義
』
撰
述
時
に
は
未
だ

<法

身
説
法
>
説
が
成
立
し
て
い
な
か

っ
た
か
ら
で

あ
る
と
考

え
ら

れ
よ

う
。

こ
れ
は
梵
字
の
問
題
と
共
に
最
初
期
の
空
海
の
思
想
を
考
え
る
上

で
重
要
な
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
(紙
数
の
都
合
で
註
は
省
略
す
る
)

(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)

『
梵
字
悉
曇

字
母
井

釈
義
』
を
め
ぐ

っ
て

(苫

米
地
)
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